
横浜2022 コンティンジェンシープランについて 

 

 
 

＝5月13日(金)大雨時の対応＝ 

 

 
 

5月13日(金)の早朝から大雨が予想されるため協議のうえ次の対応を行う 

 

１ 対応 

  5月13日(金)の試走・試泳の中止 

 

２ 決定のフロー 

  5月12日(木)15時 予報を踏まえ実施に関してLOC・WT間で協議 

  5月13日(金)4時 状況と予報を踏まえ実施の最終決定 

 

３ 判断材料 

  気象予報と、当日の状況で決定する 

 

 

 
 

＝5月14日(土)大雨時の対応＝ 

 

 
 

5月13日(金)～14日(土)に大雨が予想されるため協議のうえ次の対応を行う 

 

１ 対応 

  エリート・パラにおいてバイク・ランコースの変更 

  →バイクコース：赤レンガエリアを使用なし、人形の家側へ延長（2015年コース） 

  →ランコース：開港橋＆象の鼻エリア使用なし、人形の家側へ延長（2015年コース） 

 

  （エリート） 

   バイク 4.45km9laps、ラン 2.5km4laps 

  （パラ） 

   PTS&PTVI：バイク 4km5laps、ラン 1.6km3laps 

   PTWC：バイク 4km5laps、ラン 2laps（2.7km＋2.3km） 

   ＊スイムは風速10m、波高0.5m、視界1000m以内であれば予定通り実施 

 

２ 決定のフロー 

  5月12日(木)～13日(金) 予報＆状況を見ながら適時協議 

  5月14日(土)3時30分 状況と予報を踏まえ実施の最終決定 

 

３ 判断材料 

  気象予報と、当日の状況で決定する 

 



 
 

 
 



 
 

＝水質検査結果基準値以上の対応＝ 

 

 
 

大雨などで水質悪化も想定し、次の対応を行う 

 

１ 対応 

  基準値以上の場合は、スイムをキャンセルし、デュアスロンとして競技を行う 

 

  （エリート） 

  Run5km2laps-Bike40km9laps-Run10km4laps 

  （パラ） 

  PTS&PTVI：Run2.6km(1km+1.6km)-Bike20km5laps-Run5km3laps 

  PTWC：Run2.5km1laps-Bike20km5laps-Run5km2laps 

   

  尚、大雨が重なった場合は、『赤レンガエリアなし・人形の家延長』のコースへの変更も検討 

 

２ スケジュール 

   

  （エリート） 

  トライアスロンと同じスケジュールで行う（女子10:16・男子13:06） 

  （パラ） 

  PTWCを最初に行う（コースの安全管理＆設営の関係） 

  詳細下図 

 
 

３ 決定のフロー 

  5月12日(木)12時 第1回採水＆検査＠TECTA 

  5月13日(木)2時 第1回検査結果受取 

  5月13日(金)12時 第2回採水＆検査＠TECTA 

  5月13日(金)2時 第2回検査結果受取 

 

４ 判断材料 

  競技規則に従う 

 



 
 

 


